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名調子で、参加者の心をわしづかみ！ ～宮本隆治氏 特別講演会～ 

食品関連小規模事業者の販路開拓を支援 ～フードメッセinにいがた２０１８～ 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

【宮本氏講演概要】 

30 秒で人の心をつかむためのポイントは、①視線を

相手の口元に、②腹式呼吸で腹から発声する、③言葉を

短く、間をとることである。話をする際、先ずは、自分

があがらず、平常心でいられることが重要である。緊張

は「見られている」という意識からくるもの。視線を目

ではなく口元に落とすことで、その意識を和らげるこ

とができる。声の出し方によって相手に与える印象は

変わる。腹式呼吸は、息を吸ったらおなかが膨らみ、腹

から声が出る仕組みである。刑事コロンボの吹き替え

を務めた小池朝雄さんのような発声が理想的。飾らず、

寛いだ声で、３メートル先に居るお母さんに向かって

「お母さん新聞取って」と言う時の声の高さが、自分も楽だし、聞く人にとっても聞きやすい。緊張すると早

口になり呼吸が乱れる。主語、述語の距離を短くし、接続詞で繋いで、句読点の分として２秒程度の「間」を

入れることで、余裕が生まれる。できれば視線を横八の字に配るようにするとよい。 

１分という時間の中では一つのテーマの話しか言えないが、他の人の話が長い中で、簡潔な話は、「話し上

手」と映る。また、初対面の人と会話をはずませるコツはＹｅｓ／Ｎｏで答えられない質問をすることである。

すると言葉のラリーを続けていくことができ、会話が長続きする。 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

「フードメッセ in にいがた２０１８」が 11月

７日から９日の３日間、朱鷺メッセ展示ホールに

おいて開催され、国内外から食品関連や調理機器

メーカーなど過去最多の４６１社が出展し、３日

間で１万人超が来場しました。 

見本市には、当所で行っている小規模事業者へ

の出展料助成を利用して、会員事業所 10 社が出

展し、販路開拓に向けた自社製品のＰＲや、新規

顧客獲得のための情報収集に努めました。 また、

出展効果を高めるために専門家が当日の支援にあ

たり、販促物の掲示や、試食の提供等についてア

ドバイスを行いました。 出展者からは「今まで

取引実績の無かった事業所からお声掛けいただき、 

販路の拡大につながりそうだ」、「３日間で多くの

商談が成立した」などの感想が寄せられました。 

 

 

 

 

当所出展ブース 
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11 月 12 日、元ＮＨＫアナウンサーの宮本隆治氏を講師に迎え、特別講演会を新潟県信用保証協

会との共催で、２３０名の参加を得て開催しました。講演のテーマは「良い印象の言葉力～30 秒で

人の心をつかみ１分でまとめる～」。「のど自慢」司会のエピソードや様々な発声例など、モノ真似

を交えながらの軽妙な語り口に聴衆は大いに盛り上がりました。 

http://www.niigata-cci.or.jp/
mailto:office@niigata-cci.or.jp
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労務管理のお知らせコーナー 
社会保険労務士相馬事務所  

特定社会保険労務士  相馬 篤哉 

☆彡 今月のテーマ《 年次有給休暇の時季指定義務 》  

 
 

 

 

 
 

 

2019 年 4 月から、全ての企業において、年 10 日以上の年次有給休暇が付与される労働者に対して、年次

有給休暇の日数のうち年 5 日については、使用者が時季を指定して取得させることが必要になりました。年次

有給休暇は、原則として、労働者が請求する時季に与えることとされていますが、職場への配慮やためらい等の

理由から取得率が低調な現状があり、年次有給休暇の取得促進のため、企業から労働者へ時季を指定して年次有

給休暇を取得させることになりました。 

 

 
 

①対象者は、年次有給休暇が 10 日以上付与される労働者に限ります。 

②労働者ごとに、年次有給休暇を付与した日（基準日）から 1 年以内に 5 日について、使用者が取得時季を指

定して与える必要があります。 

③年次有給休暇を 5 日以上取得済みの労働者に対しては、使用者による時季指定は不要です。 

 

 

企業が年次有給休暇の取得時季を指定することは、本来年次有給休暇を労働者が取得したい時季に取得する自

由を制限することにもなります。よって施行規則として、「あらかじめ当該年次有給休暇を与えることを当該労

働者に明らかにした上で、その時季について当該労働者の意見を聴かなければならない」及び「使用者は、聴取

した意見を尊重するように努めなければならない」と規定されました。 

 

 

企業は年次有給休暇について、「時季、日数及び基準日を労働者ごとに明らかにした書類を作成し、当該年次

有給休暇を与えた期間中及び当該期間の満了後 3 年間保存しなければならない」と規定されています。   

   

 

日本の年次有給休暇の消化率は、49．4％です。厚生労働省が行った調査（アンケート）によると、年次有給

休暇の取得に「ためらいを感じる」や「ややためらいを感じる」と回答した労働者は 6 割を超えます。その理由

として一番多かったのが、「みんなに迷惑がかかると感じるから」でした。また労働政策審議会において、「正

社員の約 16％が 1 日も年次有給休暇を取得していない」と指摘しています。企業は、「労働者に対する休暇の

あり方」を考え直すときなのかもしれません。  
 

☆詳しい内容については、労務管理の専門家にお聞き下さい！新潟県社会保険労務士会ホームページ http://www.sr-niigata.jp☆ 

 

「働き方改革関連法」が 6 月 29 日に成立しました。そのなかのひとつに、「年次有給休暇の時季指定義

務」があります。企業は労働者に対し、年次有給休暇を取得させなければならないことになりました。今月

は年次有給休暇の時季指定義務についてです。 

http://www.sr-niigata.jp/
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「ホテル、レストランのような美しい工場の『ＨＩＬＬＴＯＰ株式会社』」 
 

京都駅から近鉄京都線に乗り大久保駅で下

車、そこから 15 分ほど歩いた宇治市の京都フ

ェニックス・パークの一角に目立つ建物があ

る。その建物は、東側は全面ガラス張り、外観

はピンクの５階建てで、“これが工場か”と見

間違うほどなのである。 

 この美しい建物こそ、今や国内はおろか、米

国のシリコンバレーにおいても高い評価を受け

成長発展している「ＨＩＬＬＴＯＰ株式会社」

の本社工場である。 

 もともとは自動車部品を製造する２次下請け

企業であり、主製品もどこでもできるような少

品種大量生産部品であった。それ故、ここに移

転する前までの工場はいわゆる３Ｋ職場で、社

員の大半は油まみれであった。加えて、取引先

からの低単価発注は日常的であるばかりか理不

尽な取引を強要されることも多く、不安定な経

営を余儀なくされていた。 

 こうした中で大学を卒業し、母親に強く請わ

れ入社した現副社長である山本昌作氏は、「こ

んな仕事は楽しくない」「面白くない」と考

え、脱下請け・脱取引先依存の経営にかじを切

ることを決断し、変革に命懸けで取り組んだ。

その五つの変革は「人を変える」「本社を変え

る」「つくる物を変える」「つくり方を変え

る」そして「取引先を変える」であった。 

  

これらの変革は容易なことではなかったが、山

本正範社長や山本昌作副社長をはじめ、その変

革に呼応した社員が命懸けともいうべく気迫で

取り組んだ。ついには努力と苦労が実り、今日

の繁栄に至っている。 

 変革の前は、自動車の量産物で競争見積もり

的な部品が多数であった。現在の主製品は、小

ロット・高難度・短納期の宇宙機器や航空機に

加えて、特殊なロボットの部品加工などであ

る。また、その受注品・開発品の 80％は、わ

ずか１個か２個といった特注品であり、その取

引先の数は、国内だけでなんと２０００社を超

すという。加えていえば、２０１４年に米国の

シリコンバレーに単独進出したこともあり、す

でに全米８００社以上からの注文を受けてい

る。その中には、あの「ウォルト・ディズニー

カンパニー」や「ＮＡＳＡ」さらには配車アプ

リで著名な「ウーバー」からの注文もあるとい

う。 

 先般、機会があって、同社の本社工場を訪問

させていただいた折、驚いたことは、工場であ

りながら食堂はもとより、生産現場もまるでホ

テルのレストランのようにすてきな場所であっ

たこと。そして、そこで食事をしている社員た

ちの自信と幸せに満ち満ちた目つき・顔つきを

いまだに忘れることはできない。 

 

 

 

 

坂本 光司／さかもと・こうじ 

 人を大切にする経営学会会長。１９４７年生まれ。福井県立大学教授、

静岡文化芸術大学教授、法政大学大学院政策創造研究科（地域づくり大学

院）教授、同静岡サテライトキャンパス長などを歴任。国や県、市町、商

工会議所などの審議会・委員会の委員を多数兼務している。著書に『日本

でいちばん大切にしたい会社』（あさ出版）、『この会社はなぜ快進撃が

続くのか』（かんき出版）など。 



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 「旅先案内人シリーズ」は、旅行計画をするのが好きな方への応援号です。 

先月号の仙台駅前編に反響があり、宮城県内に拡大した旅先をとの声がありました。来年の旅先に、北

海道編（温泉以外編）も掲載しました。来年も、ロダン・タイムズをよろしくお願いします。  
  

（その１）紹介したい先をＭＡＰに表記してみました 

 

 

                                             ▼次ページに続く 

 

 

 

万代くんとつばさくんの 

“ロダン・タイムズ” 

税理士：八百板 誠 

２０１８年 仙台駅前以外 

宮城県 別腹の旅 仙台駅前以外の旅 

２０１９年に行きたい 北海道 別腹の旅 

旅先夢案内人 ４ 
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（その２）①～⓬までのご紹介 
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▶▶ 日商の動き 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶▶ 行政等からのお知らせ  

【平成 3１年１月３１日開催 新潟市食文化創造都市推進会議 セミナーと交流会のご案内】 
 

今回のセミナーでは、新潟市の観光に関わるデータを知り、事業者は何を求められているのかを共有し、そ

の上で、マーケティング活用の実例を知っていただきたいと考えております。また、座談会では、県外出身の

登壇者 3 人から新潟市の可能性と魅力、外から見た新潟市についてお話していただきます。 

詳細は添付の案内チラシをご覧ください。参加を希望される方は、1 月 28 日（月）までに添付の「参加申

込書」で電子メールまたは FAX にてお申込みくださいますようお願い申し上げます。 
 

【お問合せ先】：新潟市食文化創造都市推進会議事務局（新潟市 農林水産部 食と花の推進課内） 

電話 ０２５－２２６－１８０２  担当 南・渡辺 

  

早期景気観測（日本商工会議所）調査結果のポイント  LOBO 調査 201８年１１月結果  
 

 

業況ＤＩは、3 カ月ぶりの改善。先行きは慎重な見方崩れず横ばい圏内 
 

11 月の全産業合計の業況 DI は、▲14.9 と、前月から＋2.3ポイントの改善。ただし、「悪化」か

ら「不変」への変化が主因であり、実体はほぼ横ばい。産業用機械や自動車、電子部品関連、建設業が

堅調に推移した。また、インバウンドを含む観光需要の好調な動きや、農産物について、夏以降の価格

上昇に落ち着きが見られると指摘する声も聞かれた。他方、原材料費・燃料費の上昇や深刻な人手不足、

根強い消費者の節約志向が足かせとなっており、中小企業の業況改善に向けた動きには鈍さが見られ

る。 

先行きについては、先行き見通し DI が▲13.7（今月比＋1.2ポイント）と改善を見込むものの、「悪

化」から「不変」への変化が主因であり、実体はほぼ横ばい。年末年始の個人消費拡大やインバウンド

を含めた観光需要拡大、生産・設備投資の堅調な推移への期待感がうかがえる。他方、人手不足の影響

の深刻化や、原材料費・燃料費の上昇、コスト増加分の価格転嫁遅れ、米国の保護主義的な関税措置に

端を発する貿易摩擦、消費増税の影響を懸念する声も多く、中小企業の業況感はほぼ横ばいで推移する

見通し。 
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01/31(木) 

15：30-20：30 

食文化による地域活性化セミナー・交流会 

参加申込書 
下記に必要事項をご記入の上、FAXまたは電子メールにてお申し込みください 

 

業種 

※あてはまるものに○ 

所属 

(企業・団体名) 

・役職 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

氏名 

※参加するものに○ 
 

電話番号 

セミナー 交流会 

①製造販売  ②広告企画 

③農林水産  ④宿泊飲食 

⑤官公庁団体 ⑥その他 

  

  

 

①製造販売  ②広告企画 

③農林水産  ④宿泊飲食 

⑤官公庁団体 ⑥その他 

  

  

 

①製造販売  ②広告企画 

③農林水産  ④宿泊飲食 

⑤官公庁団体 ⑥その他 

  

  

 

①製造販売  ②広告企画 

③農林水産  ④宿泊飲食 

⑤官公庁団体 ⑥その他 

  

  

 

※いただいた個人情報は本セミナーその他本会議事業のご連絡以外に使用しません。 

※お車でお越しの場合はイタリア軒地下駐車場をご利用ください。なお、駐車場が限られておりますので、可能な

限り公共交通機関でおこしください。 

 

F A X   ０２５－２３０－０４２３ 

電子メール info@niigata-shokubunka.com 

申込〆切 １ 月 ２８ 日（月）まで 

 

問い合わせ先 

新潟市食文化創造都市推進会議事務局 

（新潟市 農林水産部 食と花の推進課内） 

電話：０２５－２２６－１８０２ 担当：南・渡辺 

 
新潟商工会議所 E-mail 通信 171 号 

mailto:info@niigata-shokubunka.com

